
平

民
庫
⑬
飩
愧
、全
国
鰤
蠅
圏

学
校
や
病
院
で
の
喫
煙

を
全
面
禁
止
と
す
る
兵
庫

県
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例

が
・９
日
、県
議
会
で
可
決
、
成
立
し
た
。
厚
生
労
働
省

に
よ
る
と
、
同
様
の
条
例

は
神
奈
川
県
に
次
い
で
全

国
２
例
目
。
２
０
１
３
年

４
月

１
日

に
施
行
さ
れ

る
。

，
兵
庫
県
は
当
初
、
デ
パ

ー
ト
や
ホ
テ
ル
、
飲
食
店

な
ど
民
間
施
設
に
も
全
面

禁
煙
を
義
務
付
け
る
こ
と

を
検
討
し
た
が
、
業
界
団

規
制
を
す
べ
き
だ

「嫌
煙
権
確
立
を
め
ざ
す

法
律
家
の
△
至

代
表
世
話
人

を
務
め
る
伊
佐
山
芳
郎
弁
護

士
の
話
　
兵
庫
や
神
奈
川
の

よ
う
な
条
例
化
の
動
き
が
今

後
、
各
地
の
自
治
体
に
広
が

っ
て
い
く
だ
ろ
う
“
受
動
喫

煙
は
命
に
か
か
わ
る
深
烈
な

問
題
だ
。
健
康
に
生
活
す
る

こ
と
は
す
べ
て
の
人
の
基
本

的
な
権
利
で
、
国
の
法
律
で

規
制
を
進
め
る
べ
き
だ
。

体
の
反
発
を
受
け
て
分
煙

の
義
務
付
け
に
と
ど
め
る

な
ど
規
制
内
容
は
大
幅
に

来春施行
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4月。民間施設への適

決
め
る
の
は
市
民

『
禁
煙
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
戦

う
』
の
共
著
が
あ
る
ジ
ヤ
ー

ナ
リ
ス
ト
斎
藤
貴
男
さ
ん
の

話
　
非
喫
煙
者
に
た
ば
こ
の

煙
は
迷
惑
だ
が
、
自
治
体
が

喫
煙
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

の
は
や
り
過
ぎ
だ
。
市
民
が

自
分
た
ち
で
ル
ー
ル
を
決
み

る
べ
き
問
題
で
、
公
権
力
が

人
の
生
き
方
に
ま
で
介
入
す

れ
ば
、
市
民
社
会
の
敗
北
に

つ
な
が
る
。
　

ヽ

後
退
し
た
。

分
煙
設
備
の
導
入
期
間

を
考
慮
も
、
民
間
施
設
へ

の
条
例
適
用
は
１４
年
４
月

と
し
た
。
違
反
し
た
事
業

者
に
は
勧
告
し
、
従
わ
な

い
場
合
は
３０
万
円
以
下
の

罰
金
”
禁
煙
区
域
で
喫
煙

し
た
人
に
も
２
万
円
以
下

の
過
料
を
科
す
。

条
例
は
、
病
院
、
官
公

庁
の
屋
内
を
禁
煙
と
し
、

一喫
煙
室
の
設
置
も
認
め
な

い
。
高
校
ま
で
の
学
校
は

屋
外
の
敷
地
も
合
め
禁

煙
。
１
０
０
平
方
房
を
超

え
る
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
ロ

ビ
ー
、
デ
パ
ー
ト
に
分
煙

を
義
務
付
け
た
。

県
内
に
約
２
万
店
あ
る

飲
食
店
に
つ
い
て
は
、
分

煙
義
務
を
課
す
客
席
面
積

の
基
準
が
議
論
と
な
り
、

最
終
的
に
１
０
０
平
方
研

超
と
定
め
ら
れ
（
対
象
は

約
４
千
店
と
な

つ
た
。一
１

０
０
平
方
済
以
下
の
小
規

模
飲
食
店
に
は
喫
煙
を
認

め
る
が
、
店
頭
に
喫
煙
の

可
否
を
表
示
さ
せ
る
。

県
が
設
置
し
た
検
討
委

員
会
で
は
、
医
療
関
係
者

ら
が
厳
し
い
規
制
の
必
要

性
を
主
張
。
こ
れ
に
飲
食

業
や
宿
泊
業

の
団
体
が

「Ⅷ
明
略
が
り
２
隆
」

魂
‐、県
議
会
で
避
半
如
引

電
“自督
が■
し‥


